






Current Status and Prospects for People Engaged in Social Work or Intending to 









































において受験者は 1,033名であったが、平成 10年には受験者が初の 1万人を超え、平成
17年の第 19回社会福祉士国家試験においては受験者数 45,022名、合格者 12,345名で
あった。平成 15年から社会福祉士は毎年 1万人を超える規模で誕生し続けている。その
内訳は第 19回の合格者でみると、社会福祉系大学等卒業者 8,202名（66.5％）、養成施設

















































るが女性は 40代 50代で 64.3％と年代が上がるに
つけ社会福祉士取得希望者が増加している（図 1）。















性　　別 男性  35
女性  65

















福祉系勤務年数 平均値  11.1



















相談業務 26 26.0 
介護支援専門員 43 43.0 
管理職 5 5.0 
介護職 8 8.0 
看護職 6 6.0 
その他 7 7.0 





























































年齢 20代 度数  0  4  6  10
年齢の％  0％  40.0％  60.0％  100.0％
業務の量に対して収入の％  0％  12.1％  9.8％  10.3％
総和の％  0％  4.1％  6.2％  10.3％
30代 度数  1  9  21  31
年齢の％  3.2％  29.0％  67.7％  100.0％
業務の量に対して収入の％  33.3％  27.3％  34.4％  32.0％
総和の％  1.0％  9.3％  21.6％  32.0％
40代 度数  0  9  22  31
年齢の％  0％  29.0％  71.0％  100.0％
業務の量に対して収入の％  0％  27.3％  36.1％  32.0％
総和の％  0％  9.3％  22.7％  32.0％
50代 度数  2  11  9  22
年齢の％  9.1％  50.0％  40.9％  100.0％
業務の量に対して収入の％  66.7％  33.3％  14.8％  22.7％
総和の％  2.1％  11.3％  9.3％  22.7％
60代 度数  0  0  3  3
年齢の％  0％  0％  100.0％  100.0％
業務の量に対して収入の％  0％  0％  4.9％  3.1％
総和の％  0％  0％  3.1％  3.1％
合計 度数  3  33  61  97
年齢の％  3.1％  34.0％  62.9％  100.0％
業務の量に対して収入の％  100.0％  100.0％  100.0％  100.0％

















度数  1  5  31  37
仕事に対する評価の％  2.7％  13.5％  83.8％  100.0％
業務量に対して収入の％  33.3％  16.1％  51.7％  39.4％
総和の％  1.1％  5.3％  33.0％  39.4％
与えられた業務
はしている
度数  0  22  21  43
仕事に対する評価の％  0％  51.2％  48.8％  100.0％
業務量に対して収入の％  0％  71.0％  35.0％  45.7％





度数  2  4  8  14
仕事に対する評価の％  14.3％  28.6％  57.1％  100.0％
業務量に対して収入の％  66.7％  12.9％  13.3％  14.9％
総和の％  2.1％  4.3％  8.5％  14.9％
合計 度数  3  31  60  94
仕事に対する評価の％  3.2％  33.0％  63.8％  100.0％
業務量に対して収入の％  100.0％  100.0％  100.0％  100.0％







年齢 20代 度数  8  3  11
年齢の％  72.7％  27.3％  100.0％
職場での相談相手の％  9.0％  27.3％  11.0％
総和の％  8.0％  3.0％  11.0％
30代 度数  30  1  31
年齢の％  96.8％  3.2％  100.0％
職場での相談相手の％  33.7％  9.1％  31.0％
総和の％  30.0％  1.0％  31.0％
40代 度数  31  1  32
年齢の％  96.9％  3.1％  100.0％
職場での相談相手の％  34.8％  9.1％  32.0％
総和の％  31.0％  1.0％  32.0％
50代 度数  18  5  23
年齢の％  78.3％  21.7％  100.0％
職場での相談相手の％  20.2％  45.5％  23.0％
総和の％  18.0％  5.0％  23.0％
60代 度数  2  1  3
年齢の％  66.7％  33.3％  100.0％
職場での相談相手の％  2.2％  9.1％  3.0％
総和の％  2.0％  1.0％  3.0％
合計 度数  89  11  100
年齢の％  89.0％  11.0％  100.0％
職場での相談相手の％  100.0％  100.0％  100.0％




















































福祉士法第 7条第 1号から第 10号に規定する学校、養成施設等をいう。）で、社団法人
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合研究』呉大学短期大学部 Vol.5、No.2　2004年 pp.6～ 17
（6） 南彩子、武田加代子「ソーシャルワーク専門職性自己評価 」－ Social Work Proﬁ-
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（7）Abbott A. A “professional choice:Values at work.” Silver Spring, MD:National Asso-
ciation of Social Worker Press. 1980
Abbott A. A. “Measuring social work values:A cross-cultural challenge for global prac-
tice” , International Social Work, 1999, Vol 42, pp.455-470.
Abbott A. A. “A Conﬁrmatory Factor Analysis of the Professional Opinion Scale:A Val-
ues Assessment Instrument” , Research on Social Work Practice, Vol. 13, No. 5, 2003, 
pp. 641-666.
（8）大浦容子「熟達化の社会・文化的基盤」『発達と教育の心理学的基盤』放送大学教材、
2005年 pp.71～ 82
（9） 西川ハンナ「専門職と専門性　ソーシャルワーク実践における価値とその意義」（［日
本社会事業大学社会福祉学会］第 45回社会福祉研究大会報告）社会事業研究 46　日本
社会事業大学社会福祉学会、2007年 pp.98～ 103
法等の一部を改正する法律案」 が、11月 6日（火）衆議院本会議において議決された。
社会福祉士及び介護福祉士法等の一部を改正する法律案に対する附帯決議でも社会福祉事
業に携わる人材の処遇の改善がうたわれて、社会福祉事業のより良いサービスの提供に良
質の人材を流出させない法整備が求められている。 
　本研究は社会福祉士の取得希望者である社会福祉士養成校に所属する福祉従事者を対象
としている点の問題や専門職志向性の測定に関する質問項目の更なる分析と精査という課
題があげられる。現状把握から今後更に質問項目の精鋭化をはかり、ソーシャルワーク専
門職者を対象とした、専門職志向性の測定尺度の開発へとつなげることを次の課題とする。
